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北海道エコ・動物自然専
門学校

平成14年11月21日 佐藤　俊

〒061-1373
恵庭市恵み野西5丁目10-4

（電話） 0123-36-2311

（別紙様式４）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

令和6年8月31日※１
（前回公表年月日：令和　年　月　日）

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦

（電話）

〒134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号

商業実務 商業実務専門課程 総合ペット学科 -

学科の目的
動物福祉を基礎とした「人と犬を結ぶ」人材として活躍し、専門知識と技術を自らも生涯学び続ける強い意志を持ち、業界発展に寄与できる
人材を養成

03-5878-3311
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

○

認定年月日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
90単位 33単位 144単位 5単位

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

120人 120 0 3 19 22

成績評価における評価点は、平素の学習状況、出席状況の
３要素による加点ならびに試験結果を元に１００点法とし、６
０点以上を合格点とし、成績評価による学業結果を総合的
に判断し、GPAを用いて算出する。GPAの算出は、小数点以
下第3位以下を四捨五入する。
【GPAを算出する計算式】
「GPA＝（該当授業科目の単位数×各授業科目で得たGP）
の合計÷当該学期に評価を受けた各授業科目の単位数の
合計」

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　季：７月から９月までの間で6週間以内
■冬　季：12月から1月までの間で6週間以内
■学年末：3月31日

卒業・進級
条件

必修科目の履修
必修選択科目の必要時間数の履修
試験による合否判定
進級・卒業認定会議での学校長認定

学修支援等

■クラス担任制： 無

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・避難訓練・国内研修など
年度初めに個人面談実施し学習面・生活面・健康面等の不
安に応じて随時面談や指導を行い、必要に応じて保護者も含
めて対応 ■サークル活動： 無

（令和5年度卒業者に関する令和6年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 0.0
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 0 人

担任就職指導　就職担当者面談
動物業界企業説明会の開催
履歴書指導、面接指導等

令和6年4月1日時点において、在学者80名（令和5年4月1日入学者を含む）

■中途退学の主な理由

進路変更、病気など

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.heco.ac.jp/

■就職率　　　　　　　　　： 0

令和6年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 0
■就職希望者数 0

■主な就職先、業界等（令和２年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
動物病院、ペットショップ、ペットサロン、犬訓練施設

■中退防止・中退者支援のための取組

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　〇兄弟姉妹・保護者特待生制度　　○単位減免制度　　○卒業生減免制度　　○留学生特待減免制度
　〇公務員特待減免制度　　〇跡取り減免制度　　〇Wライセンス減免鮮度　　〇特待生制度　　〇大学入試共通テスト受験者特待生制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　無

個別面談の実施、スクールカウンセラーの活用 等



種別

令和6年度　第１回　令和6年7月開催
令和6年度　第２回　令和7年2月開催予定

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
【教育課程編成委員より改善項目】

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針

企業・業界が求める知識・技術が教育課程に反映されるように業界の動向に関して情報交換を行い、教育課程の改善および
改定を定期的に実施することを目的とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は、教育課程の編成において企業・業界団体等の意見を活かし、必要となる最新の知識、技術を反映
するための連携体制等を行う機関として活動し、職業教育の水準の維持向上を図り、実践的な職業教育を行うことを目的と
する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

任期名　前 所　　　属
令和６年４月1日現在

銭谷　光香 Dog Salon Jennｙ　代表
令和6年4月1日

～令和8年3月31日（2年） ③

三瓶　晃司 北海道エコ・動物自然専門学校　事務局長
令和6年4月1日

～令和8年3月31日（2年）

　年間開催数：2回　　開催時期：7月及び2月

油谷　絵里

山田　由香

リリアンドッグスクール 代表

北海道エコ・動物自然専門学校　総合・ペット学科　学科長

令和6年4月1日
～令和8年3月31日（2年）

令和6年4月1日
～令和8年3月31日（2年）

③

教育課程編
成責任者

教育課程編
成責任者

（開催日時）



・学園グループ内 OJT研修（9月）
・北海道私立専修学校各種学校教員能力認定委員会 「職業実践専門課程」に係る研修(7月・12月)　

・学園グループ内 OJT研修（9月）
・北海道私立専修学校各種学校教員能力認定委員会 「職業実践専門課程」に係る研修(7月・12月)　

JKCトリマー自主研修（9月）
JKC北海道ブロックトリマー義務研修(11月)

業界研修Ⅰ
業界と連携した学外実習先において、学内で
学んだ基礎・応用知識を確認し、チームで働く
ことができるようになります。

ペットハウス テンテン
札幌ドッグスクール　など

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

②指導力の修得・向上のための研修等

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

実践的かつ専門的な職業教育の専攻分野の職業に係る勤労観及び継続的な学習意欲等の醸成、並びに動物愛護および
福祉に関する意識の向上、教育課程の専攻分野の実務に必要となる知識、技術、及び技能の修得又は向上に資する教育
等を通じて、学科の教育活動の質の保証・向上を図る

科　目　名

・学園グループ内 担任研修（2月）
・学園グループ内 講師研修会（2月）
・学園グループ内 学科長研修（10月）

・学園グループ内 教務リーダー研修(11月)
・学園グループ内 担任研修（2月）
・学園グループ内 講師研修会（2月）
・学園グループ内 学科長研修（10月）

JKC北海道ブロック訓練士義務研修

・学園グループ内 教務リーダー研修(11月)

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

在校している学生たちも多様化しており一人一人を入学から卒業・就職まで導くために、職員それぞれがカウンセリングマイ
ンドを持つことが必要とされている。そのために指導と教授力の向上カウンセリング力の向上を目的とする。また、専門技術
知識を伝えるに当たり常に業界の新しい情報を入手し、知識技術の向上を図る必要があり、常に研鑽を続けることを目的と
する

PCK&シュナウザー軟毛セミナー（6月）
JKCトリマー自主研修（9月）
JKC北海道ブロックトリマー義務研修(11月)

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

動物病院、ペットショップ、トリミングサロン、ドッグスクール等の現場において、専門知識および技能技術を実践。その修得状
況を学科教員が訪問すること、研修日誌等の記録を元に振返り学生にフィードバックするとともに、学科学生全員に還元す
る。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　概　要 連　携　企　業　等

JKC北海道ブロック訓練士義務研修



（３）教育活動

・各学科の教育目標、育成人材像はその学科に対応する業界の人材
ニーズに向けて正しく方向づけられているか
・修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか
・カリキュラムは体系的に編成されているか
・学科の各科目はカリキュラムの中で適正な位置づけをされているか
・キャリア教育の視点にたったカリキュラムや教育方法などが実施されて
いるか
・授業評価の実施・評価体制はあるか
・育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保してい
るか
・教員の専門性を向上させる研修を行っているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
・資格取得の指導体制はあるか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
・理念・目的・育成人材像は定められているか
・学校の特色は何か
・学校の将来構想を抱いているか

（２）学校運営

・運営方針は定められているか　2-5事業計画は定められているか
・運営組織や意思決定機能は効率的なものになっているか
・人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
・意思決定システムは確立されているか
・情報システム化などによる業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

日々の学校運営については学内の学校長および全教職員会議である「全体会議（定例会隔週1回）」にて運営の見直し並び
に次年度事業計画修正への検討を行っている。また、学校関係者評価委員会で得られた外部評価における意見や提案はそ
の内容を検討し12月には改善計画を含めた事業計画を策定している。自己点検自己評価については、年度修了後に「計画」
「実践」「評価」の一連の評価を行うために、学校評価ガイドラインに設定した目標や、具体的な計画の実践状況について学
校評価委員会を開催し自己評価点検を実施し学校関係者評価との連動により学校運営に活用している。一方教育活動につ
いても学校長および全教職員会議である「全体会議（定例会毎週1回）」にて問題の検討や計画の修正等を検討し、年2回の
教育課程編成委員会への報告により毎年次年度カリキュラムへ反映し日々の授業運営の改善に取り組んでいる。
 
 
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（５）学生支援

・就職に関する体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか
・卒業生への支援体制はあるか

・グローバル人材の育成に向けた国際交流などの取り組みを行っている
か

（６）教育環境

・施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
・学外実習、インターンシップ、海外研修などについて十分な教育体制を
整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動は適正に行われているか
・学生募集において教育成果は正確に伝えられているか
・入学選考は適正かつ公平な基準に基づき行われているか
・学納金は妥当なものとなているか

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備は出来ているか

（４）学修成果

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守

・法令、設置基準などの遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関しその保護のための対策が取られているか
・己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
・自己点検自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献
・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか
・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

（１１）国際交流

・就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図れてい
るか
・資格取得率の向上が図れているか
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生のの社会的な活躍及び評価を把握しているか

（１）学校関係者評価の基本方針



卒業生代表

保護者代表

高等学校関
係者

地域関係者

業界関係者

ドッグサロン Wan point　代表
2024年4月1日～2026年3月31
日（２年）

　　　令和元年9月1日現在

学生の保護者
2024年4月1日～2026年3月31
日（２年）

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期　　　　毎年6月30日

（３）学校関係者評価結果の活用状況

田中　一志 北海道恵庭北高等学校  進路指導部長
2024年4月1日～2026年3月31
日（２年）

白倉　慶大

自己点検自己評価については、「計画」「実践」「評価」の一連のサイクルを行うために、学校評価ガイドラインに設定した目標
や、具体的な計画の実践状況について学校評価委員会を開催し懇談を通じての意見や要望を聴取する。聴取した内容は、
学校運営に関する事項は、学内の学校長、副校長、教務部長、部署長の会議である「運営会議（定例会毎週1回）にて運営
の見直し並びに次年度事業計画修正への検討を行い12月には改善計画を含めた事業計画を策定する。一方教育活動につ
いては教員及び学科長で構成される学内組織である「教育改革委員会（定例会月1回開催）」にて検討し、1月には次年度カ
リキュラムの改定にむけての検討ならびに日々の授業運営の改善にを実施している。

㈱ジュイフルエーケー　店長
2024年4月1日～2026年3月31
日（２年）

葛西　雅栄

武石　明菜

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目

（１）学校の概要、目標及び計画

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（５）様々な教育活動・教育環境

（２）各学科等の教育
（３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育
（５）様々な教育活動・教育環境

学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画

（２）各学科等の教育
（３）教職員

樋原　均 株式会社ペットハウステン・テン  代表取締役
2024年4月1日～2026年3月31
日（２年）

情報提供はHPにて公開をしている

自己点検自己評価による
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/

別紙様式４
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/
法人決算書及び監査報告書
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/

学校関係者評価委員会報告書
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/

学校関係者評価結果及び改善方策
https://www.heco.ac.jp/disclose-information/

企業等の学校関係者に対しては、業界視点を越えた教育施設としての社会活動からの評価視点を得ることが出来るため、こ
れらを学校教育の客観的な評価、運営での業界目線、地域目線、保護者目線、卒業生目線、そして行政目線から第三者の
外部評価と意見をいただく委員会として位置づけをしている。したがって、その情報提供は、学科ごとに設けた教育課程編成
委員からの教育評価や産学連携、業界連携についての報告を密に行うとともに、入学式、研究発表会、卒業式等の行事にも
委員の出席をいただき、学園の生の活動の理解を得る機会を持つように心がけとともに、ホームページを通じて積極的に学
校情報を発信し、学校の運営状況について知っていただく機会を持つ努力と教育施設としての水準の向上に努めている。

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

https://www.heco.ac.jp/disclose-information/

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（３）情報提供方法

（８）学校の財務
（９）学校評価
（１０）国際連携の状況 （１０）国際連携の状況

（１１）その他

（８）学校の財務
（９）学校評価

（６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援

（６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援

（ホームページ）
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○ 動物行動学Ⅰ
犬猫の伴侶動物の歴史や品種、飼育管理法、および
生態についての知識を修得します

1
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 基礎看護Ⅰ
健常な犬に必要な日常のケアや適正飼育法について
理解し、個体に合った適正飼育に努めるよう飼育指導
ができるようになるなります

1
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 飼育基礎演習Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育基礎演習Ⅱ
1
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育基礎演習Ⅲ
1
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育基礎演習Ⅳ
1
前

30 1 ○ ○ 〇

○ グルーミング基礎概論Ⅰ 基本的な道具の使用方法やカット技法を修得します
1
前

30 2 ○ ○ 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅰ
犬の扱い方、道具の使用方法・消毒方法、ブラッシン
グ、爪切り、バリカンの使用、シャンプー、ドライングな
どの基本を修得します

1
前

60 2 ○ ○ 〇

○ 犬のしつけ基礎概論
パピートレーニングの重要性を理解し、しつけの為の基
本知識や家庭内で起こりうる問題行動の対処法を修得
します

1
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 犬のしつけ基礎演習
パートナードッグ・学校犬を用いてパピートレーニング
や基本的なしつけを実践的に修得します

1
前

30 1 ○ ○ 〇

○
コミュニケーションマ

ナー

他者との関わりを持つために必要とされる力、特に「伝
える能力」「受け取る能力」「非言語コミュニケーション能
力」とビジネスマナーを修得します

3
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 動物行動学Ⅱ
1
後

30 2 ○ ○ 〇

パートナードッグや学校犬の飼育を通じて、他者と協働
すること、飼養管理の知識修得、動物の観察力や課題
解決能力を修得します

発達、種としての行動様式の特徴を学び、健全な精神
的成長、人間社会との良好な関係の成立と維持発展に
関する知識を修得し、問題行動の原因と対処、予防法

授業科目等の概要

（ 商業実務専門課程　　動物看護・ペット学科 ）　　　令和6年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 動物行動学Ⅲ
2
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 基礎看護Ⅱ
基本的な基礎疾患の知識を修得し、必要な応急処置
や飼い主への適切なアドバイスができるようになります

1
後

30 2 ○ ○ 〇

○ 飼育演習Ⅰ
1
後

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育演習Ⅱ
2
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育演習Ⅲ
2
後

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育演習Ⅳ
3
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 飼育演習Ⅴ
3
後

30 1 ○ ○ 〇

○ 愛玩動物飼養管理Ⅰ
動物に関する法律や条例とその歴史的背景を理解し、
愛玩動物の生態、飼養管理方法を修得します

2
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 愛玩動物飼養管理Ⅱ
愛玩動物飼養管理士検定試験に向けた対策講座を実
施します

2
後

15 1 ○ ○ 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅱ
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅲ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅳ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅴ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング基礎演習Ⅵ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング演習Ⅰ
1
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング演習Ⅱ
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

犬の被毛に合わせたブラッシング、毛玉の除去、シャン
プー、ブローを修得します

関する知識を修得し、問題行動の原因と対処、予防法
を修得します

学内飼育を通じて得た知識を後輩へ指導し、他者と協
力して飼育作業を行うことで協調性とリーダーシップを
身に付け飼育マネジメント能力を修得します

犬に負担をかけず、より正確に犬体コントロール、道具
の使用方法・消毒方法、ブラッシング、爪切り、クリッ
パー、シャンプー、ドライング、部分的なカットなどを修
得します。犬の状態を考慮し、犬の状態に合わせより
正確によりスピーディーにベーシックが出来る技術を修
得します



○ グルーミング演習Ⅲ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング演習Ⅳ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング演習Ⅴ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ グルーミング演習Ⅵ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習Ａ
1
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習B
1
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習C
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習D
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習E
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習F
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ トリミング演習G
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ウイッグⅠ
1
前

30 1 ○ ○ 〇

○ ウイッグⅡ
1
後

30 1 ○ ○ 〇

○ ウイッグⅢ
2
前

30 1 ○ ○ 〇

○ ウイッグⅣ
2
後

30 1 ○ ○ 〇

○ ウイッグⅤ
3
前

30 1 ○ ○ 〇

基本を基にした骨格にあったデザインカットの探求・実
践を行ない技術を修得します

プードル（全身）のマネキンを用いてブラッシング、コー
ミング・立毛の基本を実践し、プードルの骨格やスタン
ダードの知識やカット理論・技術を順序だて実践的に深
め立体的にイメージ出来るようになります。
また、プードルのフェイスマネキンではペットカットの基
本となるテディベアカットやニュアンスベアカット、マッ
シュルームカットなどのラインや理論・技術を修得しま
す

ブラッシング、毛玉除去のスピードアップとシャンプーに
よる汚れの除去を確実に行い完成度の高いブローを修
得します

犬種やカット内容に合わせた風向きの調整、ブロー技
術による立毛を修得します

犬種ごとの骨格やカット理論の実践とし、犬種らしく、可
愛く、綺麗にカットできる技術を修得します

犬種ごとの骨格やカット理論への理解を深め、欠点を
カバーできる視点を深め、実践できるシザーリングを修
得します



○ コートケアⅠ
1
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ コートケアⅡ
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ コートケアⅢ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ コートケアⅣ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ コートケアⅤ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ コートケアⅥ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ショークリップⅠ
1
後

60 2 ○ ○ 〇

○ ショークリップⅡ
2
前

60 2 ○ ○ 〇

○ ショークリップⅢ
2
後

60 2 ○ ○ 〇

○ ケネル＆ラムクリップ
ケネルクリップの方法・技術を修得しJKCトリマーライセ
ンスC級取得を目指します

3
前

60 2 ○ ○ 〇

○ プードルペットクリップ プードルの様々なカットスタイルを修得します
3
後

60 2 ○ ○ 〇

○ ドッグウェアⅠ
2
後

60 2 ○ ○ 〇

○ ドッグウェアⅡ
3
前

60 2 ○ ○ 〇

○ スタンダード美容理論Ⅰ
2
後

30 2 ○ ○ 〇

○ スタンダード美容理論Ⅱ
3
前

30 2 ○ ○ 〇

○ スタンダード美容理論Ⅲ
3
後

30 2 ○ ○ 〇

犬の洋服、アクセサリー、おもちゃ、クッションなどを製
作することでミシンなどの機材が使えるようになり関連
する技能を修得します

犬種ごとの歴史、犬種概要、骨格や特徴に関する知
識、カット理論を修得します

パートナードッグによる基本的なテーブルマナー（立
つ、伏せる）を導入し、被毛を痛めずより良い状態を保
つブラッシング、コーミング、チッピング、シャンプー・ブ
ローを修得します

パートナードッグをパピークリップにするためにピンブラ
シ、スプレーなどの使用方法とセットペーパーを用いて
被毛を保護する方法を修得します

パピークリップの基本を学びパートナードッグで実践。
ゴムかけ、スウェルの作り方、スプレーアップの技法を
修得します

資格取得に向けパートナードッグの被毛状態の向上を
めざし、コート管理、シャンプー・ブローを修得します



○ スタンダード美容理論Ⅳ
2
後

30 2 ○ ○ 〇

○ スタンダード美容理論Ⅴ
3
前

30 2 ○ ○ 〇

○ 行動修正演習Ⅰ
2
後

30 1 ○ ○ 〇

○ 行動修正演習Ⅱ
3
前

30 1 ○ ○ 〇

○ 行動修正演習Ⅲ
3
後

30 1 ○ ○ 〇

○ トレーニング概論
犬の行動に対する客観的洞察力を修得します。また
トレーニングの基礎理論を修得します

1
後

30 2 ○ ○ 〇

○ 基本訓練Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 基本訓練Ⅱ
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 基本訓練Ⅲ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 基本訓練Ⅳ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 基本訓練Ⅴ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 基本訓練Ⅵ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 警察犬Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 警察犬Ⅱ
1
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 警察犬Ⅲ
2
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 警察犬Ⅳ
2
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

学校犬やパートナードッグが抱える問題行動を分析し
身体的、精神的、心理的な健康の保持の為の管理方
法を他者と協働し修得します

ドッグトレーニングの基本を理解しする。犬への的
確な指示だし、的確な賞罰を方法を修得する。基本
姿勢を学修し、犬に正しいアプローチ方法を修得し
ます

警察犬の役割を理解し、犬に追及訓練、選別訓練の嗅
覚を使う作業を理解させるための初段階の訓練手法を
修得します

警察犬審査会や競技会に向けた習熟度を高める為の
考え方や手法、スキルを修得します



○ 警察犬Ⅴ
3
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 警察犬Ⅵ
3
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅠ
1
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅡ
1
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅢ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅣ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅤ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグスポーツⅥ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ セラピードッグⅠ
セラピードッグの役割や社会的発展の為の活動を理解
します。現場で必要となるマナーをハンドラー、犬共に
修得します

1
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ セラピードッグⅡ
セラピードッグとしての初歩的な訓練手法をしゅうとくし
ます

2
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ セラピードッグⅢ
2
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ セラピードッグⅣ
3
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ セラピードッグⅤ
3
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 訓練準士補演習Ⅰ
2
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 訓練準士補演習Ⅱ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 訓練準士補演習Ⅲ
3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

実際の現場を想定した環境下でのセラピー活動手法を
修得します。訪問先でのハンドリング手法、コントロール
手法を修得し、安全で安心な活動モデルを修得します

訓練準士補の資格取得の為の対策講座。筆記試験合
格に必要な知識と実技試験合格に向けての実践的なト
レーニングを行い資格取得を目指します

犬の作業能力を伸長させるべく実践的な訓練手法を修
得します

ドッグスポーツのルール、目的を理解し人と犬が楽しめ
る為のトレーニング手法、初歩訓練の手法を修得しま
す

競技者としてまたは運営者としての役割を理解する。
ドッグスポーツ競技に向けたトレーニング手法を修得し
ます

ドッグスポーツ競技会に向けたトレーニング手法を修得
し、競技者としてのハンドリング手法、コントロール手法
を修得します。また飼い主さんへの指導方法、アプロー
チ方法を修得します



○ 動物介在
人と人、人と動物の心のつながりについて学び、具体
的な活動を通して自らも両者を介在できる知識と具体
的行動モデルを修得します

2
前

30 2 ○ ○ 〇 〇

○ 競技会演習Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 競技会演習Ⅱ
1
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 競技会演習Ⅲ
2
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ 競技会演習Ⅳ
2
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ 競技会演習Ⅴ
3
前

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ レザークラフトⅠ
3
前

60 2 ○ ○ 〇

○ レザークラフトⅡ
3
後

60 2 ○ ○ 〇

○ 卒業研究
3年間の集大成として地域貢献や課題発見・課題解決
などに取り組みます

3
後

60 2 ○ ○ 〇 〇

○ フォト
一眼レフを用いて基本的なカメラの使い方などを修得
し、実際の犬で撮影を行います

1
後

30 1 ○ ○ 〇

○ フードコーディネートⅠ
2
前

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ フードコーディネートⅡ
2
後

30 1 ○ ○ 〇 〇

○ ドッグウェアⅠ
2
後

60 2 ○ ○ 〇

○ ドッグウェアⅡ
3
前

60 2 ○ ○ 〇

○ 業界研修Ⅰ
1
後

45 1 ○ ○ 〇 〇 ○

○ 業界研修Ⅱ
2
前

45 1 ○ ○ 〇 〇

犬の洋服、アクセサリー、おもちゃ、クッションなどを製
作することでミシンなどの機材が使えるようになり関連
する技能を修得します

公式競技会の運営や仕組みを習得。またその他イベン
ト活動を通して一般飼い主様の対応方法を修得しま
す。競技会入賞の為の会場でのコミュニケーション手
法、ハンドリング手法、コントロール手法を修得し安定し
て競技に臨めるスキルを身につけます

革を使用し首輪やリードなどを作成。またお客様の注
文を受けオーダーにそった首輪やリードを製作する技
術を身につけます

動物の食事について学修し手作りフードの重要性と目
的を理解する。動物の健康向上にむけたレシピの考案
と実践方法を修得します



○ 業界研修Ⅲ
2
後

45 1 ○ ○ 〇 〇

○ 業界研修Ⅳ
3
前

45 1 ○ ○ 〇 〇

○ 業界研修Ⅴ
3
後

45 1 ○ ○ 〇 〇

111科目 182単位
卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業の認定は、卒業までに必要なすべての授業科目の単位(必修全科目および必修選択科目から合わせて
1725時間62単位以上)について単位認定試験（追試験・再試験含む）による単位を修得した者を対象とし
て、学校長、教務及び学科教員により教務単位認定会議において学校長が認定を行う。
卒業が認定されない学生は卒業延期もしくは留年となる。
卒業判定の結果は、本人及び保護者へ直接告知し、面談によりその後の本人の希望を優先した進路相談と
カウンセリングを実施し、将来のキャリアの方向性を決定する。留年及び卒業の延期者については、その
後の取得が必要な単位を明確にし、卒業に必要な不足の単位を取得するための補講並びに補習、試験を実
施し、合格点に達した者について再度単位認定会議を実施にて卒業の認定を行う。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 15週

合計

業界と連携した学外実習先において、学内で学んだ基
礎応用知識を確認し、現場での協働性を修得します。
また、実際の現場を見学し、将来の職業人としての身
構え、心構えを修得する。


